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第一部【企業情報】
　

第１【企業の概況】
　

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期連結
累計期間

第33期
第１四半期連結
累計期間

第32期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 5,810,170 5,629,945 22,530,148

経常利益または経常損失（△）
（千円）

△56,810 △55,375 142,918

四半期（当期）純損失（△）　（千
円）

△390,128 △15,119 △825,697

四半期包括利益または包括利益
（千円）

△404,331 △20,242 △856,828

純資産額（千円） 3,286,042 2,759,839 2,780,082

総資産額（千円） 10,760,547 11,284,663 10,050,630

１株当たり四半期（当期）純損失
金額（△）（円）

△44.18 △1.71 △93.50

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 30.5 24.5 27.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第32期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】
　

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響を受け経済活

動に弱い動きが見られ、先行き不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、震災直後の自粛ムードは和らいだものの、お客様の節約・低価格志向が依然強く、加え

て企業間の競争・競合の激化から経営環境が益々厳しくなっております。

このような状況の中で当社グループは、この震災後を「第二の創業」と位置づけ、『「女性とお子様」をキー

ワードに、心地良くて、楽しくて、もう一度来たいと思われる店にする』『業界最先端企業として、新たな世界を切

り開く』を基本方針に店舗展開し、人材育成や営業力の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高56億２千９百万円（前年同期比3.1％減）、営業損失６千

２百万円（前年同四半期は営業損失３千８百万円）、経常損失５千５百万円（前年同四半期は経常損失５千６百万

円）、四半期純損失１千５百万円（前年同四半期は四半期純損失３億９千万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（レストラン事業）

レストラン事業におきましては、来店客数の増加基調を維持し、客単価アップを図るとともに、店舗収益力を強化

するため、各種営業政策を実施してまいりました。

店舗展開につきましては、前連結会計年度から引き続き「魚べい」に経営資源を集中し、「すしおんど」から

「魚べい」への業態転換を推進いたしました。

当第１四半期連結累計期間におきましては、新設店４店舗を出店し、不採算店１店舗を退店したことにより、総店

舗数は171店舗となりました。また、改装等につきましては、業態転換を含め12店舗を実施いたしました。

この結果、レストラン事業の業績は、売上高53億６千１百万円（前年同期比3.4％減）、セグメント損失４千８百

万円（前年同四半期はセグメント損失２千１百万円）となりました。

（フランチャイズ事業）

フランチャイズ事業におきましては、フランチャイズ先との良好な関係維持と新規出店の促進を図るため、派遣

指導等を充実するとともに季節メニューの紹介や食材の販売強化に取り組んでまいりました。

店舗展開につきましては、香港に２店舗を出店し、総店舗数は54店舗となりました。

この結果、フランチャイズ事業の業績は、売上高２億８千３百万円（前年同期比0.9％減）、セグメント利益５千

６百万円（前年同期比18.2％減）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】
　

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 8,882,908 同左
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 8,882,908 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（千株）

発行済株式　
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金　　
増減額
（千円）

資本準備金　
残高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 8,882 － 1,151,528 － 1,344,671

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 52,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,812,400 88,124 －

単元未満株式 普通株式 18,408 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  8,882,908 － －

総株主の議決権  － 88,124 －

　

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

元気寿司株式会社
栃木県宇都宮市大通

り２－１－５
52,100 － 52,100 0.58

計 － 52,100 － 52,100 0.58

（注）　当第１四半期会計期間末の自己株式数は、52,179株であります。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、桜橋監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第32期連結会計年度　　　　　　　　新日本有限責任監査法人 

第33期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　桜橋監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,107,039 2,939,376

売掛金 153,306 128,410

商品及び製品 223,494 184,226

原材料及び貯蔵品 55,850 52,905

その他 1,049,194 977,528

貸倒引当金 △2,786 △1,879

流動資産合計 3,586,098 4,280,567

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,208,949 5,413,489

土地 761,962 761,962

リース資産 881,782 1,248,220

その他 1,048,664 999,205

減価償却累計額 △4,699,009 △4,732,642

有形固定資産合計 3,202,349 3,690,234

無形固定資産 190,023 188,196

投資その他の資産

差入保証金 2,205,453 2,330,515

その他 907,160 831,236

貸倒引当金 △40,454 △36,088

投資その他の資産合計 3,072,158 3,125,664

固定資産合計 6,464,532 7,004,095

資産合計 10,050,630 11,284,663
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 703,083 770,218

短期借入金 1,551,452 1,491,852

未払法人税等 51,000 26,000

賞与引当金 70,000 75,000

資産除去債務 31,150 30,650

その他 1,169,140 1,345,670

流動負債合計 3,575,825 3,739,391

固定負債

長期借入金 2,029,041 2,835,778

資産除去債務 316,594 311,272

その他 1,349,087 1,638,381

固定負債合計 3,694,722 4,785,432

負債合計 7,270,548 8,524,823

純資産の部

株主資本

資本金 1,151,528 1,151,528

資本剰余金 1,344,671 1,344,671

利益剰余金 518,542 503,423

自己株式 △70,204 △70,204

株主資本合計 2,944,538 2,929,418

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,217 996

為替換算調整勘定 △163,238 △170,575

その他の包括利益累計額合計 △164,456 △169,578

純資産合計 2,780,082 2,759,839

負債純資産合計 10,050,630 11,284,663
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 5,810,170 5,629,945

売上原価 2,275,493 2,284,586

売上総利益 3,534,677 3,345,359

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,705,345 1,609,007

賞与引当金繰入額 109,618 71,821

その他 1,758,076 1,726,749

販売費及び一般管理費合計 3,573,040 3,407,577

営業損失（△） △38,363 △62,218

営業外収益

受取利息及び配当金 163 133

仕入割引 25,777 25,196

受取賃貸料 10,719 14,423

その他 4,686 12,367

営業外収益合計 41,347 52,120

営業外費用

支払利息 14,013 19,098

為替差損 34,859 14,984

賃貸費用 10,743 10,963

その他 177 230

営業外費用合計 59,795 45,277

経常損失（△） △56,810 △55,375

特別利益

固定資産売却益 571 －

貸倒引当金戻入額 1,351 －

賃貸借契約解約損戻入益 42,392 6,488

特別利益合計 44,315 6,488

特別損失

固定資産除却損 3,938 1,178

投資有価証券評価損 － 3,588

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 294,345 －

特別損失合計 298,284 4,767

税金等調整前四半期純損失（△） △310,779 △53,654

法人税、住民税及び事業税 25,523 9,503

法人税等調整額 53,824 △48,038

法人税等合計 79,348 △38,535

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △390,128 △15,119

四半期純損失（△） △390,128 △15,119
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △390,128 △15,119

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △487 2,214

為替換算調整勘定 △13,715 △7,337

その他の包括利益合計 △14,203 △5,122

四半期包括利益 △404,331 △20,242

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △404,331 △20,242

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 124,860千円 149,043千円

のれんの償却額 － －

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 52,987 6 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,551,455258,7155,810,170 － 5,810,170
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 27,147 27,147△27,147 －

計 5,551,455285,8625,837,318△27,1475,810,170

セグメント利益または損失

（△）
△21,268 69,236 47,968△86,331 △38,363

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額△86,331千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２． セグメント利益または損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,361,620268,3255,629,945 － 5,629,945
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 14,849 14,849△14,849 －

計 5,361,620283,1745,644,795△14,8495,629,945

セグメント利益または損失

（△）
△48,620 56,614 7,993△70,211 △62,218

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額△70,211千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２． セグメント利益または損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 44円18銭 1円71銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 390,128 15,119

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 390,128 15,119

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,831 8,830

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

元気寿司株式会社

取締役会　御中

桜橋監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　健一　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　貴典　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元気寿司株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、元気寿司株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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